
　「
ま
た
、
こ
の
国
は
内
戦
時
、
全
国
各

地
に
膨
大
な
数
の
地
雷
が
埋
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
拡
大
が
い
ま
だ

難
し
く
食
料
品
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
物
流
コ
ス
ト
が
高
い
と
生

活
必
需
品
の
値
段
に
反
映
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
競
争
力
の
あ
る
港
を
持
つ
こ

と
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

も
不
可
欠
で
す
」
と
清
末
さ
ん
は
話
す
。

　
17
年
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ウ

レ
ン
ソ
大
統
領
は
就
任
演
説
で
「
日
本

は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
係
を

強
化
す
べ
き
優
先
国
の
ひ
と
つ
」
と
明

言
し
た
。
日
本
の
協
力
に
対
し
て
ナ
ミ

ベ
港
湾
公
社
総
裁
は
、「
他
の
港
に
対

す
る
他
国
に
よ
る
支
援
と
比
べ
て
、
ナ

ミ
ベ
港
で
は
高
品
質
な
復
旧
が
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
安
全
品
質
管
理
や
工
期

を
守
る
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

清
末
さ
ん
も
「
こ
の
事
業
が
ア
ン
ゴ
ラ

の
発
展
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
日

本
と
の
2
国
間
協
力
の
象
徴
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。
実
は
ナ
ミ
ベ
港
に
は

内
戦
激
化
と
と
も
に
操
業
を
停
止
し
た

桟
橋
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
桟
橋
か
ら
最

後
に
出
港
し
た
船
が
向
か
っ
た
先
は
日

本
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
長
い
時

を
経
て
同
港
と
日
本
が
結
ば
れ
た
の
は
、

き
っ
と
縁
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
05
年
当
時
の
ナ
ミ
ベ

港
は
、
時
が
止
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う

に
老
朽
化
し
て
い
た
。
そ
れ
が
今
、
日

本
の
協
力
に
よ
っ
て
輝
き
を
取
り
戻
し

て
い
る
。

＊物流コストを抑えるために、世界的に規格化されたコンテナを使って戸口から戸口へ物資の輸送を行うこと。各港での積み
下ろしが容易になって作業のスピードアップを図ることができる。

ム
ー
ズ
に
で
き
ず
、
機
械
の
傷
み
も
早

く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、壊
れ
て
し
ま
っ

た
施
設
は
強
固
な
も
の
へ
と
造
り
直
し

て
、
荷
役
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ
と
安
全

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
」

住
民
の
暮
ら
し
を
守
り

経
済
を
豊
か
に

　
港
の
機
能
が
回
復
す
れ
ば
、
現
代
の

海
上
貿
易
の
主
流
で
あ
る
「
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送＊

」
の
輪
の
中
に
入
り
や

す
く
な
り
、
諸
外
国
と
の
貿
易
量
の
増

加
が
期
待
で
き
る
。荷
役
サ
イ
ク
ル（
船

が
接
岸
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
ヤ
ー
ド
に
運

ぶ
ま
で
の
所
要
時
間
）
は
、
現
在
の
13

分
11
秒
か
ら
改
修
後
は
10
分
35
秒
と
約

2
割
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ナ
ミ
ベ
港
の
内
陸
部
に
は
御
影
石
な

ど
鉱
物
資
源
の
豊
富
な
地
域
が
広
が
っ

て
い
る
。
多
く
は
E
U
諸
国
に
輸
出

さ
れ
て
い
て
、
今
後
さ
ら
に
重
要
な
物

流
拠
点
に
な
る
と
同
国
内
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ら
1
9
7
5
年
に
独
立
し
た
同
国
は
、

02
年
ま
で
約
30
年
間
続
い
た
内
戦
の
影

響
で
港
の
維
持
管
理
や
整
備
が
遅
れ
、

老
朽
化
が
著
し
く
進
行
し
た
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
政
府
は
、
国
の
復
興
に
向

け
て
物
流
網
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
め
、

J
I
C
A
と
と
も
に
ナ
ミ
ベ
港
の
再

生
に
取
り
か
か
っ
た
。
同
港
は
中
型
船

（
積
載
量
約
5
万
ト
ン
）
が
2
隻
接
岸

で
き
る
ア
ン
ゴ
ラ
南
部
地
域
最
大
の
港

で
、
07
年
か
ら
10
年
に
か
け
て
3
A

岸
壁
（
全
体
の
お
よ
そ
半
分
の
区
画
）

が
改
修
さ
れ
、
17
年
か
ら
3
B
岸
壁

（
残
り
の
区
画
）
の
改
修
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
清
末
さ
ん
は
現
在
の
「
ナ

ミ
ベ
港
改
修
計
画
」
の
業
務
主
任
を
務

め
て
い
る
。
事
業
の
お
も
な
内
容
は
、

3
B
岸
壁
の
修
復
、
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
の
舗
装
、
冷
凍
・
冷
蔵
用
コ
ン
テ
ナ

の
保
管
施
設
の
整
備
だ
。

「
構
内
の
路
面
が
未
舗
装
に
近
い
凸
凹

の
状
態
で
は
、
貨
物
の
積
み
降
ろ
し
に

使
う
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
の
移
動
が
ス

「
ナ
ミ
ベ
港
を
初
め
て
訪
れ
た
と
き
、

こ
の
港
は
30
年
、
い
や
そ
れ
以
上
の
長

い
間
、
修
繕
も
さ
れ
ず
に
酷
使
さ
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
の
は
、
清
末
文
明
さ

ん
。
J
I
C
A
が
2
0
0
5
年
に
ア

ン
ゴ
ラ
の
主
要
4
港
（
ル
ア
ン
ダ
、
ロ

ビ
ト
、
ナ
ミ
ベ
、
カ
ビ
ン
ダ
）
を
対
象

に
実
施
し
た
「
港
湾
緊
急
復
興
計
画
調

査
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
4
港
の
中

で
も
と
く
に
ナ
ミ
ベ
港
は
、
岸
壁
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
崩
れ
落

ち
、
岸
壁
と
船
が
た
が
い
に
傷
つ
か
な

い
よ
う
に
す
る
防ぼ

う

舷げ
ん

材ざ
い

も
機
能
を
ほ
ぼ

果
た
し
て
い
な
い
状
態
で
、
コ
ン
テ
ナ

を
置
く
ヤ
ー
ド
は
未
舗
装
の
た
め
砂
ぼ

こ
り
が
ひ
ど
か
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
か

OCGは総合的なコンサルティング企業で、
運輸交通分野でも数多くの実績を持つ。
「供用中の港の改修工事のため、ナミベ
港湾公社と港湾運営を受託している民間
企業の両者を交えて、運営への影響や安
全面に配慮した調整を毎週行いました。3A
区画での日本の実績もあり、円滑に協力を
得ることができています」。

オリエンタルコンサルタンツグローバル（OCG）
清末文明（きよすえ・ふみあき）さん（奥右）

ナ
ミ
ベ
港
改
修
計
画

2
0
1
7
年
2
月
～
2
0
1
9
年
6
月

案
件
名 機

能
を
向
上
さ
せ
て

荷
役
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ

ア
ン
ゴ
ラ
南
部
の
経
済
発
展
の
鍵
を
握
る
の
が
、

貨
物
量
の
扱
い
が
国
内
第
3
位
の
ナ
ミ
ベ
港
だ
。

長
期
の
内
戦
の
影
響
で
手
入
れ
が
さ
れ
ず
荒
廃
し
た

港
湾
機
能
を
取
り
戻
す
た
め
の
復
旧
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
設
備
を
改
修

おもな輸出品は御影
石で、EU諸国でインテ
リア材などに加工され
る。そのほか木材や鉄
スクラップ、水産加工
品などが輸出される。

復旧された3B岸壁。5月には最新の防舷材や
係船柱が設置されて船が安全に接岸できるよ
うになった。

上 ： ナミベ港の建設は1958年。その後、約30年の内戦期間中はほとん
ど整備されなかった。写真は2005年の様子。下左 ： 3B岸壁。岸壁の損
傷はいたるところに見られた。下右 ： 改修前はクレーン等の荷役機械
や港内鉄道、道路などあらゆる施設の状況が劣悪だった。

コンクリート舗装によって生まれ変わったコンテ
ナヤード。荷役作業の効率向上のほか、作業
の安全性も高まる。

改修作業が進むナミベ港（2019年3月）。写真
奥に見えるのがナミベ市街で、内陸部には鉱
山資源が豊富な山 と々ナミブ砂漠が広がる。

Republic of Angola

アンゴラ

アフリカ南西部に位置し、西岸は大西洋
に臨む。ナイジェリアに次いでアフリカ第
2位の産油国だが、政府は石油依存型
経済からの脱却に向けて産業の多角化
を掲げる。

国名  ：アンゴラ共和国
首都 ：ルアンダ
通貨 ： クワンザ（KZ）
人口 ：3,077万人

（2018年国連推定）
公用語 ：ポルトガル語（公用語）、その

他ウンブンドゥ語など
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ナミベ

高品質な
復旧を

昔の
港の様子

改修後の
様子

港湾の整備
港湾・海上保安
自由で安全な海と港
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